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uとvを入れかえれば が求まるから
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曲率テンソルの添字の二三の対称性がある

とすると、以下のような対称性が導かれる



とすれば、 となるた
め、 の対称行列と考えられ
るので、独立成分は２１個であるが、

という関係式より、

となり、Riemann-Christoffelの曲率は

２０個となる



の証明



(25.7)はBianchiの恒等式と

呼ばれる重要な式である



(25.9)の右辺の第一項は ついて対称
であり、(25.7)の を縮約すると

これに をかけ、 だから

となる

, R ：Ricciのテンソル
R ：スカラー曲率

 ,



に、Einsteinのテンソル

を使うと、 となる。

は２階対称テンソルである。 RG ,




